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熊本市の東海大学付属望星高等学校では、勤労者・主婦・体の不 自 |:

由な方や専門学校生など、どなたでも学習できる通信制の生徒を募集 |
しています。年齢、学力、国籍など一切問わず、3年間で卒業可能です。 ..
■学習内容  FM放 送を利用 して次のように進められます。 '1,

1.授業の録音カセ ットを聞きながら、自宅で学習。     ||
2.レポー トを提出して添削指導を受ける。         ||.
3.月 2回 日曜スクー リングに出席 して、直接指導を受ける。 1.

4.年 3回の試験を受ける。               '|,
■募集期間 3月 10日 (金 )か ら4月 10日 (月 )ま で。       |||
詳 しいことは、0862熊本市渡鹿91-1           1.

東海大学付属望星高等学校 熊本校までどうぞ。      ,|、
■■(096)383-7330                                   ¨

ま3

交通安全宣言駅伝大会
2月 12日の日曜日 高森町交通安全宣言駅伝大会が

開催されました。これは交通安全を呼びかけて、事故

や違反の無い明るい町にしようと行われてきたもので、

今年が15回 目になります。出場チームは町内の駐在区

や職場チームなどから17チームが参加し、開会式では

宇藤康博さん (色見)が選手を代表して「正しい交通

ルールと、マす一を身 |こ つけます」と交通安全誓いの

言葉を述べました。あいにくの雨の中、10時 に駅前を

スター ト。ず′Sヽぬれになりながらも町内を二周して、

いずれ劣らぬ健脚を競いました。選手、役員や交通指

導員の皆さん、本当にお疲れでした。

No.427

優勝 した高森町農協チーム (51分 46秒 )

以下大会結果は、■2位 色見 1チーム(54分 39秒 )■ 3

位 草部南部チーム(54分47秒 )で した。(オープン参加を

除 く)■最優秀選手 岩本サヤ子さん(高森町農協チーム)

人□の動き
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(2月 1日 ]:月在)

世帯数 2,560(+6)
男

女

150(+O)
148(-3)
98(-3)

本
誌

で
、
返

こ
と
が

ま
す
。

ま
い
の

氏
名
が

は
広
報
担
当
ま
で
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。
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広

報

担

当

広
報
送
料
に
つ
い
て

一
ヵ
月
送
料
９０
円
で
す
。

数
ヵ
月
分
ま
と
め
て
、

お
送
り
い
た
だ
い
て
結

構
で
す
。
切
手
は
必
ず

９０
円
切
手
で
複
数
枚
お

送
り
く
だ
さ
い
。

ま
た
現
金

（為
替
な

ど
）
で
も
、
寄
付
を
お

受
け
し
て
い
ま
す
。

新
酒
と
ふ
る
さ
と
の

味
ま
つ
り

（高
森
駅
）

▼
本
誌
は
今
月
号
が
本
年
度
の
最

後
の
発
行
と
な
り
ま
す
。

も
し
か
す
る
と
来
月
号
で
皆
さ

ん
を

「ア
ッ
ー
」
と
驚
か
せ
る
こ

と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
は
秘
密
に
し
て
お
き
ま
す
。

▼
阪
神
大
震
災
の
復
興
に
は
か
な

り
の
期
間
が
必
要
な
よ
う
で
す
。

被
災
当
初
、
情
報
の
伝
達
手
段

が
無
か
っ
た
こ
と
。
道
路
や
線
路

の
損
壊
で
交
通
手
段
が
全
く
機
能

し
な
か
っ
た
こ
と
。
そ
し
て
復
旧

や
被
災
者
の
世
話
を
す
る
人
そ
の

も
の
が
被
災
者
で
あ
り
、
動
こ
う

に
も
動
け
な
か

つ
た
と
い
う
よ
う

に
、
全
て
が
マ
ヒ
し
て
し
ま

っ
た

よ
う
で
す
。
こ
れ
ら
を
教
訓
に
し

て
、
抜
本
的
な
災
害
対
策
が
真
剣

に
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
た

ち
は
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る

方
法
を
今

一
度
家
族
や
職
場
で
も

考
え
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

「広報たかも り」が返 つて
他市町村在住の方 転居のときは

きています
連絡<ださい
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一　
▼
３
月
の
主
な
行
事

一が
受
取
人
不
明

一　
６
日
～
８
日
　
町
走
列
議
会

一抑
ヽ

´
れ
ヽ

＞く
る

一　
１５
日
　
野
尻
小
神
翔
珈
〓「

際
校
式

町
以
外
に
お
住

一　
１６
日
　
河
原
小
六
十業
式

・
廃
校
式

方
で
、
住
所
や

一　
１７
日
　
草
北
小
卒
業
式

・
廃
校
式

変
わ

っ
た
と
き

一　
１９
日
　
正
午
か
ら
午
後
３
時
ま
で

数
公
ｕ
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おめで

(1995.1月 受付分 )

赤 ち ゃ ん
たんじょう

今村 智美ちゃん  父
(山 鳥)12・ 29生  母

矢津田勇也ちゃん  父
(祭 場)1・ 1生  母

山永 晃名ちゃん  父
(昭 和)1・ 10生  母

福田 稜子ちゃん  父
(昭  和)1・ 9生  母

後藤 優也ちゃん  父
(洗 川)1・ 19生  母

親雄 高森 ・横 町
豊子 白 水  村
慎一 高森 ・旭 通

真奈美 宮崎県串間市
/甲 斐 章博 高 森
佐ヽ藤 二美 菊  鹿

=
層1 の 灯

ありがとうございました (敬称略)

■町社会福祉協議会ヘ

く香典返 し〉小林時雄、花田みどり、阿
南 覺、工藤智津子、後藤賞人、古良
山一昭
く一般寄付〉
■広報送料寄付 岩下昭和

さん

(敬称略) 彬
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森
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1. 30

さん

さん

＜が

に

な

せ

え
幸

す

お

下
井
上
田

岩
石
田
匹

敬称略Sは・
お<やみ
もうしあげます

原
森
見
山
原

野
　
色

永
高
上
菅
河

(住所)

高 森
(御遺族)

小林 時雄
阿南  覺
花田みとり
後藤 賞人
工藤智津子
吉良山一昭

(死亡者)(年齢 )

小林 数枝 79
阿南 アサ 89
花田 昭博 49
後藤ケサエ 72
工藤 國保 52
吉良山朝輝 89

恩
代

次
幸

津
智
美

勇
美

幸
ず

保
ち

宏 キ′
真由美

C′ν

寿 生キ′
恵 C″

この広報では、町内、町外を問わず、皆
さんからのいろいろな情報やご意見、お便
りを順次、掲載させていただいてお ります。
どうぞ情報をお寄せください。
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も
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お

そ
れ
で
も

し

い

の
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歯
ふり
さ
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にな
ら
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十
，
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ウ
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寸
ぐ
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ま
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犠
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が

な
か
な
か
お
嫁
ざ
ん
に

な
れ
な
い
う
よ

高
森
町
民
憲
章

一　
水
と
緑
と
上
の
に
お
い
い
っ

ぱ
い
の
住
み
よ
い
町
に
し

ま
す
。

二

伝
統
を
重
ん
じ
、
文
化
の

業
る
潤
い
の
あ
る
町
に
し

ま
す
。

三

老
人
を
大
切
に
し
、
子
供

の
夢
を
育
て
幸
せ
な
町
に

し
ま
す
。

四

勤
労
を
尊
び
、
産
業
を
振

興
し
活
力
あ
る
町
に
し
ま

す
。

五

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
心

身
を
き
た
え
健
全
な
町
に

し
ま
す
。
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12月 号でお知らせしたとお り、4月 から本町で

も本格的な電算システムによる行政サービスが行

えるようになります。

皆さんからの色々な異動の届出や申請の方法は

今までどお り変わりませんが、それらの情報 (デ

ーター)が即時に記録され、関係する課や係に伝

わり適正な行政事務に活用されます。

また住民票や課税証明などの色々な証明の発行

が、素早くできるようになります。

また皆さんのデーターは、職員でも直接職務に

関係のないものは見ることができないようになっ

ており、プライバシーは固く守られます。

コンピューターには様々な住民記録はもちろん、

印鑑の印影も蓄積、保存されます。

4月 稼働をめざして、現在各種の入力作業や作

動面での点検確認作業が続いています。

野 革 住

尻 部

出 出 民

張 張

所 所 係

(2)
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国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
健
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
ま

す
。
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
一二
月
二
十
二
日
（水
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
。

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

三
階
の
中
会
議
室

法

律

（
無

料

）

本
町
出
身
の
弁
護
士
、
津
留
清

さ
ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
が
行

わ
れ
ま
す
。
■
と
　
き
　
二
月
十

八
日

（土
）
午
後

一
時
か
ら
三
時

■
高
森
町
中
央
公
民
館

（昭
和
）

具 ρ

Q ρ

」ハ薔.ぎデf

大字高森 上在

父・佐 藤 恭 二

母・    奈留美
りゆうのすけ

さん

竜,と介ちゃん (2歳 4カ 月)

やっぱ り子育ては大変ですね。私たちを育

ててくれた両親の苦労をしみ じみと感 じなが

ら育児に頑張っています。この子は一人 日の

子ですので、甘やか して しまうのではと心配

しながらの育児です。食べ物は何でも良く食

べます。遊びでは今、ブロックパズルに興味

があるようです。手先を動かすことは脳や心

の発達にも良い事と聞いています。興味を持

ったことは何でもさせるようにして、わた し

たちも一緒に遊んでやっています。

ヽ口膠は続′

２４
時
間
モ
シ
モ
シ
健
康
情
報

８
０
９
６

。
３
８
５

。
３
３
０
０

熊
本
県
保
険
医
協
会
で
は
、
電

話
で
曜
日
毎
に
色
々
な
健
康
の
話

し
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

今
月
お
知
ら
せ
す
る
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

（月
）
外
反
母
趾
（火
）
子
ど
も
の
ぜ

ん
そ
く
（水
）
母
乳
の
話
（木
）
歯
科

検
診
の
大
切
さ
（金
）
耳
づ
ま
り
（土

ｏ
日
）
ヘ
ッ
ド
フ
オ
ン
難
聴

モ
シ
モ
シ
エ
イ
ズ
情
報

二
十
四
時
間
、
電
話
を
通
し
て

エ
イ
ズ
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

雪
０
９
６

・
３
８
５

。
７
０
０
０

熊
本
県
衛
生
部
保
健
予
防
課

難
饉
警曇
綽
』騒
む
墨
稼
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一名

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
こ
の
期
間

内
に
、
皆
さ
ん
の
土
地
や
家
屋
、
償
却
資
産
に
つ
い
て
、
役
場
の
固
定

資
産
課
税
台
帳
の
内
容
を
確
認
し
て
下
さ
い
。
（閲
覧
料
無
料
）

縦
覧
期
間
は
四
月

一
日
か
ら
で
す
が
、
当
日
が
土
曜
の
た
め
に
開
始

日
は
四
月
二
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

■
縦
覧
期
間
　
四
月
二
日

（月
）
か
ら
四
月
二
十
日

（木
）
ま
で
。
（土

曜
、
日
曜
、
祝
日
を
除
く
）

■
時
　
　
間
　
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

■
場
　
　
所
　
役
場
税
務
課
窓
口
・
役
場
両
出
張
所

◎
特
に
農
業
者
年
金
の
経
営
移
譲
年
金
受
給
の
対
象
と
な
る
方
は
、
年

金
申
請
の
際
に
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
お
こ
ら
な
い
よ
う
に
、
必
ず
縦

覧
し
て
く
だ
さ
い
。
（台
帳
地
日
、
現
況
地
日
、
名
義
な
ど
）

税
務
課
　
固
定
資
産
評
価
係

な
二

・
一
一
一
一　

内
線

一
五
三

・
一
五
四
番
ま
で
ど
う
ぞ
。

近
年
、
基
本
的
人
権
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
な
ど
が
社
会
間

題
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
ど
個
人
の
情
報
を
保
護
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
二
月

一
日
か
ら
住
民
基
本
台
帳
事
務
処
理
要
領
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

長
男
、

は
す

べ
て

「
子
」
に
統

一

住
民
票
に
は
世
帯
主
と
世
帯
構
成
員
と
の
続
柄
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で

「長
男
」
「
二
女
」
「養
子
」
な
ど
と
表

示
さ
れ
て
い
た
も
の
が

「子
」
に
統

一
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た

「長
男
の
妻
」
は

「子
の
妻
」
と
な
り
、
「長
男
の
長
男
」

な
ど
は

「子
の
子
」
と
表
示
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は

「嫡
出
子
、

非
嫡
出
子
の
別
」
ま
た
は

「実
子
、
養
子
の
別
」
と
い
っ
た
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
保
護
を
目
的
と
し
た
住
民
票
独
自
の
取
扱
い
で
、
こ

れ
ま
で
の
親
族
関
係
に
な
ん
ら
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
し
、
戸
籍
の
表
示
も
今
ま
で
と
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
も
住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
や
本
人
以
外
の
住
民
票
の

写
し
の
交
付
請
求
の
際
は
、
そ
の
理
由
と
そ
れ
を
証
明
す
る
書
類

が
必
要
で
し
た
。
（同

一
世
帯
の
者
を
除
く
）
こ
れ
も
基
本
的
人
権

の
尊
重
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
同
様
の
趣
旨
で
、
住
民
票
の
写
し
に
記
載
す
る
事
項
も

「氏
名
」
「出
生
の
年
月
日
」
「男
女
の
別
」
「住
所
」
の
み
と
し
、

そ
れ
以
外
の

「世
帯
主
と
の
続
柄
」
や

「本
籍
地
」
と
い
つ
た
事

項
が
必
要
な
場
合
は
、
そ
れ
ら
の
事
項
を
請
求
す
る
正
当
な
理
由

と
そ
れ
を
証
明
す
る
書
類
の
提
出
を
求
め
て
い
ま
す
。

基
本
的
人
権
の
尊
重
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
と
い
う
趣
旨
を
確

実
に
達
成
す
る
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
住
民
票
に
関
す
る
事
務
取

扱
い
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●

3涙口Dヨ 4涙口0ヨ 高森温泉館は毎月第3水曜日に休館します。)
(15)

談

本日年

金

ホス トコンピューター

全体のデーター (情報 )

を蓄積、管理、保存する

大型、高速プリンター

納付書など大量の印刷物

も役場の中で印刷

住民異動届出

転入、転出、出産、死亡

などの異動届

各種証明発行
住民票、戸籍関係証明、

印鑑証明や課税証明など

の税務関係証明発行

税務課や福祉係、

保健衛生係など、

関係各課、係

納 付 書 、 お 知 ら せ

[B『税納付書発行、税収納

健康保険、老人保健、国

民年金など

住
中に一む示
の

人

以
外
の

整“
０小
も

正

し

<

新企画始めました。子育ての楽しみや難しさなどを語

っていただきます。このコーナーに登場する子どもさん

と、そのお母さんを募集 します。

また、「おとうさん」や 「おじいちゃん」「ぉばあちや

ん」といっしょなどもどうぞ。「燃える若きゃもん」も今

までどおり募集 しています。町内在住で熱意をもって仕

事をしている若い方。 (高森在住ならば他町村で働いてい

る方もどうぞ。)

いずれも自薦、他薦は問いませんので応募ください。

離
疇慇
□

３

月

１２

日

３

月

瀾

日

３

月

２６

日

４

月

２

日

４

月

９

日

み
な
み
阿
蘇

ク
リ
ニ
ッ
ク

富
⑦
２
０
３
０

藤

本

医

院

８
⑦
０
０
２
０

平

田

医

院

な
②
０
２
１
６

馬
原
内
科
医
院

雪
②
０
６
４
６

東

　

医

　

院

富
②
０
３
ｏ
９

中

村

医

院

富
⑦
２
３
３
３

立

野

病

院

な
③
０
１
１
１

3
月
19
日

4
月
16
日

診療 は午前
9時か ら午

後 5時 まで

※都合により変更になる場合がありますので、テレホン
サービスでお確かめください。   (② -2222)

びり野形ビ争

一
機

||

温泉館休館日



雇
用
保
険
法
改

正

事
業
主
と被

保
険
者
の
み
な
さ
ん
ヘ

四
月

一
日
か
ら
雇
用
保
険
に
よ

る
「高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
制
度
」

と

「育
児
休
業
給
付
制
度
」
が
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
制
度
」

は
六
十
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま
で
の

被
保
険
者
の
方
が
六
十
歳
時
点
の

八
五
％
未
満
の
賃
金
で
雇
用
さ
れ

て
い
る
と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

「育
児
休
業
給
付
制
度
」
は
被

保
険
者
の
方
が

一
歳
未
満
の
子
を

養
育
す
る
た
め
に
育
児
休
業
す
る

時
に
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
制
度
の
支
給
を
受
け

る
場
合
は
、
事
業
主
の
方
か
ら
の

届
出
が
必
要
で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
…
…

阿
蘇
公
共
職
業
安
定
所

雪
０
９
６
７

・
２
２

・
０
０
４
０

ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

ね
た
き
り
老
人
ゼ
ロ

作

戦

講

演

会

ね
た
き
り
老
人
に
な
ら
な
い
、

さ
せ
な
い
た
め
の
講
演
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

■
期
日
　
三
月
十

一
日

（土
）

午
後

一
時
か
ら

■
場
所
　
八
代
市
厚
生
会
館

■
講
師
　
岡
本
祐
三
氏

（阪
南
中
央
病
院
内
科
医
長
）

会
場
内
で
は
、
介
護
体
験

コ
ー
ナ

ー
、高
齢
者
お
し
や
れ
コ
ー
ナ
ー
、

相
談
コ
ー
ナ
ー
も
開
設
さ
れ
ま
す
。

県
庁
高
齢
福
祉
課

８
０
９
６

・
３
８
３

・
１
１
１
１

内
線
３
７
４
５
番

女
性
職
業
セ
ン
タ
ー
技
術
講
習
会

日
経
理
講
習
会

（初
級

・
ワ
ー
プ

ロ
講
座
を
含
む
）

□
と
　
き
　
４
月
１４
日
か
ら
７
月

５
日
の
月
、
水
、
金
の
２４
日
間

□
講
習
時
間
　
１０
時
か
ら
１６
時

日
経
理
講
習
会

（中
級
）

□
と
　
き
　
４
月
１２
日
か
ら
６
月

９
日
の
月
、
水
、
金
の
２４
日
間

□
講
習
時
間
　
１０
時
か
ら
１６
時

▽
講
習
受
付
　
い
ず
れ
の
講
習
も

３
月
１６
日
と
１７
日
の
午
前
１０
時
か

ら
午
後
３
時
ま
で
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
い
問
い
合
わ
せ
は
、
熊
本

市
南
千
反
畑
町
３
の
７
熊
本
県
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー
内
熊
本
県
女
性

職
業
セ
ン
タ
ー
ま
で
。
（講
習
場
所

も
同
じ
）

８
０
９
６

・
３
５
４

・
２
３
０
１

第
３５
回束縞町偽客り呂（箔聞雨目一一姉・以証酬帥̈　一蒔螂̈　道一耐既

県
主
催
の
農
業

コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
、
二
月
十
四
日
、
本
町
か

ら
二
名
の
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
で
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
農
業

の
技
術
や
貢
献
面
の
奨
励
と
、
農
業
生
産
面
の
振
興
を
目
的
と
し
た
も

の
で
、
五
部
門
に
分
け
て
厳
正
に
審
査
さ
れ
、
県
内
で
五
十
五
名
の
方

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

●  ●

●  ●

フア
″

tン

12月 13日 (月 )林業総合センター

_|1講 師 江 崎 拓 郎 氏

(前 帥お菓子の香梅 企画室長)

グ ン

「元」総合研究所長

海がよごれますから、魚の住めなくなってやがて美

しくゆたかな自然は破壊されてしまいます。そこで

大切な生活環境を守るために汚水を処理 し、きれい

な水をとりもどす役 目をするのが浄化槽です。

□保守点検をしましよう。 (微生物の働きを点検、調整を保守点検業者に依頼)□清掃 しましょう。

(汚泥などの清掃を浄化槽清掃業者に依頼)□法定検査 (使用開始して 6～ 8月 の行 う初めての検

査と一年に一回の定期検査があります。)詳 しいことは……役場保健衛生係 82-1111へ どうぞ

(14)

私たちは、毎 日の生活の中で、たくさんの水を使

います。そして、その水の多くは最終的に汚水 とな

って側溝や下水道などに流れ込み池や沼、そして海

へ と流れていきます。しかし、汚水のままでは川や

講

演

要

旨

意
識
を
変
え
て
み
ま
し
ょ
う

特
産
品
の
開
発
は
ど
こ
の
町
や

村
で
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
新

し
く
開
発
す
る
場
合
に
は
、
他
の

と
こ
ろ
に
無
い
も
の
を
作
り
だ
す

こ
と
が
大
切
で
す
。

な
ん
で
も
５
％
の
中
に
入
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
成
功
す
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
色
々
な

統
計
で
も
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

誰
で
も
成
功
を
夢
見
て
色
々
な
事

業
を
始
め
ま
す
が
、
な
か
な
か
成

功
す
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で
す
。

人
と
同
じ
事
を
し
て
、
成
功
す
る

に
は
並
大
抵
の
努
力
で
は
足
ら
な

い
と
言
え
ま
す
。

成
功
の
秘
訣
は
最
初
か
ら
そ
の

５
％
の
中
に
入
る
も
の
を
見
つ
け

る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、

競
争
相
手
を
つ
く
ら
ず
に
優
れ
た

も
の
を
見
つ
け
る
、
掘
り
起
こ
す

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
自
然
と
売
れ

る
物
が
出
来
上
が
り
ま
す
。

つ
ま
り
物
の
見
方
を
変
え
て
み

た
り
、
足
元
を
見
直
し
て
み
た
り

と
、
意
識
を
変
え
て
み
る
こ
と
か

ら
始
め
ま
し
よ
う
。

さ
て
、
５
％
の
中
に
入
る
具
体

的
な
方
法
は
、
や
り
た
い
と
思

っ

て
い
る
こ
と
を
細
か
く
分
け
た
り

（専
門
化
）
、
幅
を
狭
く
し
て
、
他

に
無
い
物
、
特
異
な
も
の
は
無
い

か
を
見
つ
け
だ
す
こ
と
で
す
。

例
え
ば
料
理
な
ら
ば
、
日
本
料

理
か
洋
食
か
、
日
本
料
理
な
ら
ば

魚
料
理
か
野
菜
料
理
か
、
魚
料
理

な
ら
ば
海
魚
か
川
魚
か
、
な
ど
細

分
化
し
て
考
え
て
み
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

最
初
は
幅
を
広
げ
て
考
え
、
最

後
は

一
つ
に
し
ば
り
ま
し
よ
う
。

そ
し
て

一
つ
に
決
ま

っ
た
な
ら

ば
、
「こ
の
こ
と
な
ら
ば
誰
に
も
負

け
な
い
」
と
い
う
真
の
プ

ロ

（専

門
家
の
意
味
　
鰊
理
論
的
に
分
か

っ
て
い
る
か
。
時
実
際
に
で
き
る

か
。
ゆ
人
に
指
導
で
き
る
か
）
に

な
る
努
力
を
し
ま
し
よ
う
。
そ
う

す
れ
ば

「あ
の
町

（人
）
は
す
ご

い
。
あ
る
町

（人
）
な
ら
ば
、
別

の
こ
れ
も
良
い
だ
ろ
う
ど
と
い
う

評
価
が
生
ま
れ
ま
す
。

（そ
れ
ま
で
に
人
知
れ
ず
、
他
の

分
野
も
努
力
し
て
研
究
や
勉
強
を

し
て
お
く
こ
と
が
大
切
）

そ
し
て
他
の
分
野
で
も
評
価
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
次
々
と
成
功

に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

(3)

農
業
コ
ン
ク
ー
ル

撼
卜
罐 ぶ

―|■1諏冬

太字野尻 瀬井 稀氏ご夫妻

昭和35年頃から、長きに亘 り、

露地野菜生産部の振興に貢献され、

雨よけハ ウスを利用 して軟弱野菜

の価値を高めて商品化への取 り組

みを行ったことなどが、評価 され

ました。元、 JA園 芸部会長、現

JA阿蘇南理事 としても活躍。

議

・

大字草部 幸 野道 治氏 ご夫妻

水稲だけでなく、カスミソウ、

メロンなどの施設園芸面で、品質

向上 と生産量増産のために研究に

力を入れ、地域の先導者 として活

躍。自立 した農業経営のために、

常に問題意識を持ち経営分析など

にも意欲的に取 り組んでいる。

四
月
か
ら
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

定
額

一
一
、
七
〇
〇
円
　
付
加
一
二
、　
一
〇
〇
円

本
年
四
月
か
ら
、
国
民
年
金
の
保
険
料
が
定
額
で

一

万

一
千
七
百
円
。付
加
が

一
万
三
千
百
円
に
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
納
め
る
保
険
料
は
年
金
制
度
の
大
切
な
財

源
で
す

・
。
高
齢
化
が
進
む
中
、
年
金
の
給
付
と
保
険
料

の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
こ
と
が
年
金
制
度
を
円
滑
に
運
営

し
て
い
く
た
め
に
は
大
切
な
こ
と
で
す
。

い
ず
れ
誰
も
が
迎
え
る
老
後
の
た
め
に
、
国
民
年
金

制
度

へ
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
民
年
金
の
保
険
料
を
毎
月
納
め
る
の
が
面
倒
な
方

や
、
あ
る
時
期
に
ま
と
ま

っ
た
収
入
の
あ
る
方
は
、
保

険
料
の
前
払
い

（前
納
）
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
年
分
ま
た
は
定
め
ら
れ
た
保
険
料
を
前
納
す
る
と
、

納
め
忘
れ
が
な
く
な
る
う
え
、
保
険
料
の
割
引
も
あ
り

ま
す
。

な
お
、
前
納
し
て
い
た

方
が
、
途
中
で
会
社
な
ど

に
勤
め
た
り
、
死
亡
し
た

り
し
た
と
き
は
、
ま
だ
経

過
し
て
い
な
い
期
間
の
保

険
料
は
還
付
さ
れ
ま
す
。

前
納
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

四
月
二
十
日
ま
で
に
年
金

係
ま
で
お
申
し
出
下
さ
い
。

国
民
年
金
に
関
す
る
お
た
ず
ね
は

福
祉
係
　
国
民
年
金
担
当

８
二
。
一
一
一
一　
内
線

一
三
〇
番
ま
で
、
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

〆Fへ鶴́ _
Ψ 場 ミ

Lヽ/ヽ ら

/422フ
ノ

'′
%´  
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免
尽いれ曜

前
納
制
度
が
あ

国

民

ｃめ
ざ
し
ま
し
ょ
う

3/15m 27同   時間9時～15時役場の支払 日

県

の

お

知

ら

せ

国
則



④O◎ O⑤◎④③
草部北部小学校 詢昴腟広く目を臓藪k側卿疑罰磁翼沼ムがくり(劉亜涯■

町内の小中高校生が参加した、英語劇「ピノキオ」

を上演。モンタすの)寅劇講師を招き、本格的演出 |こ

よる感動の舞台をお届けします。

■と き 4月 1日 (土)     ■ところ 高森中体育館
(開演時間は回覧などでお知らせします)

Belalionship

入場無料

国

際

交

流

慎
０

‐‐交
流
を
理
解
は
実
際
の

体
験
を
心
の
ふ
れ
あ
い
か
ら

六
年
生
　
戸
高
　
和
秋
さ
ん

三
年
生

本
田
　
　
緑
さ
ん

一
年
生
　
本
田
　
康
久
さ
ん

日
■
国
慨
ｙ
日

市
長

一
行

無
事
帰
国
し
ま
し
た

　

馬
原

恵
介

合
い
、
更
に
信
頼
を
築
き
上
げ
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
言
え
る
で

あ
ろ
う
。

ま
た
、
双
方
の
住
民
全
員
が
交

流
す
る
と
い
う
の
は
不
可
能
な
事

で
は
あ
る
が
、
広
く
、
深
く
交
流

を
進
め
る
た
め
に
こ
の
こ
と
も
真

剣
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
し
、
外

国
と
の
交
流
は
異
な

っ
た
文
化
や

考
え
の
違
い
を
互
い
に
認
め
合
う

こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
や
、
盛

り
上
が

っ
て
き
た

交
流
を
継
続
さ
せ

る
必
要
性
と
具
体

的
に
ど
う
い
う
形

で
進
め
て
い
く
の

が
良
い
の
か
を
考

え
て
い
こ
う
と
い

う
の
が
皆
の
意
見

の

一
致
す
る
と
こ

ろ
で
あ

っ
た
。

最
後
に

「今
回

の
高
森
町
訪
間
に

は
、
言
葉
で
は
言

い
表
せ
な
い
ほ
ど
、
い
ろ
ん
な
意

味
で
感
謝
し
て
い
ま
す
。
」
と
の
こ

と
で
あ
り
、
高
森
を
堪
能
し
た
こ

と
は
、
い
う
ま
で
も
無
い
よ
う
で

あ

っ
た
。
そ
し
て

「高
森
の
皆
様
。

今
度
は
カ
リ
ス
ペ
ル
で
再
会
し
ま

し
よ
う
ど
と
い
う
言
葉
を
伝
え
て

欲
し
い
と
い
う
の
が
、
市
長
達
の

願
い
で
あ

っ
た
。

平
常
心
　
張
ら
れ
た
数
も
覚
え
と
る

娘
の
悩
み
　
ジ
ャ
パ
ン
の
パ
パ
の
見

つ
か
ら
ん

そ
ん
な
バ
カ
な
　
く
ず
れ
ん
橋
の
あ
る
も
ん
か

平
常
心
　
朝
は
欠
か
さ
ん
般
若
経

平
常
心
　
ホ
ス
ピ
ス
で
聞
く
除
夜
の
鐘

そ
ん
な
バ
カ
な
　
日
没
ま
で
の
救
助
隊

い
さ
ぎ
イ
奴
　
日
替
わ
り
彼
女
持

つ
と
ら
る

娘
の
悩
み
　
美
人
過
ぎ
る
て
言
わ
れ
た

つ

い
さ
ぎ
イ
奴
　
次
か
る
次
イ
特
許
権

い
さ
ぎ
イ
奴
　
脳
に
電
卓
持

つ
と
ら
る

大
寒
に
そ
む
か
ぬ
気
温
肌
を
冴
す

バ
ス
窓
に
遠
山
阿
蘇
に
雪
見
え
る

さ
そ
わ
れ
て
句
会
の
空
に
寒
の
月

春
浅
き
歴
史
を
閉
じ
る
我
が
母
校

粉
雪
の
乱
れ
舞
ひ
散
る
村
二
軒

啄
木
鳥
や
欅
穿
ち
て
春
微
か

風
花
舞
う
眺
む
る
視
野
の
あ
る
限
り

法
話
聞
く
先
達
偲
ぶ
寒
座
敷

遠
き
日
の
あ
か
ぎ
れ
い
た
さ
語
り
合
い

一
月
十
五
日
か
ら
二
十
二
日
ま

で
の
高
森
滞
在
を
終
え
た
市
長

一

行
は
、
ア
メ
リ
カ
時
間
二
十
二
日

の
午
後
十

一
時
五
十
分
に
無
事
カ

リ
ス
ペ
ル
の
地
に
降
り
立

っ
た
。

長
旅
の
疲
れ
に
も
め
げ
ず
に
、

早
速
高
森
で
の
感
想
が
市
長
達
か

ら

「ポ
ン
ポ

ン
」
口
を

つ
い
て
出

て
き
た
。

ま
ず
出
て
き
た
言
葉
は

「思

っ

た
よ
り
も
広
か

っ
た
」
と
い
う
も

の
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
モ
ン
タ
ナ

の
人
に
限
ら
ず
「
日
本
は
狭
い
国
」

と
い
う
固
定
観
念
を
誰
も
が
抱
い

て
お
り
、
そ
の
感
覚
か
ら
の
比
較

だ
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
山
々

に
囲
ま
れ
な
が
ら
も
広
い
空
間
を

感
じ
、
素
晴
ら
し
い
風
景
に
心
が

和
ん
だ
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

そ
れ
か
ら
み
ん
な
が
驚
い
て
い

た
の
は
、
モ
ン
タ
ナ
と
高
森
の
景

色
に
は
ス
ケ
ー
ル
の
違
い
こ
そ
あ

る
け
れ
ど
、
酷
似
し
て
い
た
と
い

う
こ
と
で
あ

っ
た
。
違
和
感
無
く

滞
在
で
き
た
要
因
の

一
つ
に
は
、

こ
の
点
が
あ

つ
た
と
の
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
件
に
関
し
て
は
私
も
同

い
の
で
あ
る
。

自
然
と
共
存
し
な
が
ら
開
発
を

最
小
限
に
く
い
止
め
、
高
森
の
魅

力
を
残
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
も

聞
か
れ
た
。
他
の
感
想
は
道
路
標

識
が
英
語
で
も
併
記
し
て
あ
り
、

分
か
り
や
す
い
書
き
方
で
あ

っ
た

と
感
心
さ
れ
て
い

た
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
国
際
化
を

進
め
る
上
で
、
見

逃
せ
な
い
重
要
な

こ
と
で
あ
る
と
認

識
さ
せ
ら
れ
た
。

国
際
交
流
に
つ

い
て
の
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
の
意
見
で

は
、
ま
ず
市
長
は
、

「行
政
レ
ベ
ル
で

は
県
、
市
、
町
の

違
い
は
あ
る
が
、
求
め
る
も
の
は

似
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

充
分
に
協
議
す
れ
ば
進
ん
で
い
く
」

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

一
方
キ
ャ

ロ
ル
氏
は
「民
間
レ
ベ
ル
で
文
化
、

生
活
、
農
林
業
、
教
育
面
な
ど
広

い
範
囲
で
交
流
に
対
し
て
の
興
味

を
持

っ
た
。
互
い
に

一
番
有
益
な

も
の
は
何
か
を
見
つ
け
る
こ
と
が

大
切
」
と
の
話
で
あ

っ
た
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
お
互
い
に
理
解
し

はみがきポスターふ しぎな足あと

感
で
あ
り
、
カ
リ
ス
ペ

ル
の
風
景
は
、
ど
こ
と

な
く
、
高
森
に
似
て
お

り
、
異
国
の
感
は
し
な

●  ●

●  ●

うちの牛

【講評 西岡先生から】
康スさんがいつも見ている牛なので、よくかんさつで
きています。牛のかわいらしさがあふれていて、見て
いる方も悪わず心がなごみます。犬の トムくんもかわ
いいですね。明るく、のびのびとした、康スさんらし
い作品です。

(13)

【講評 寺尾先生か ら】
緑さんが想像した「ふしぎな足あと」
が花の形をしているのに、まずおどろき
故した。足だけでなく、手、体、顔まで花
で表現されていて、色使いもとてもじょ
うずです。表情からも緑さんのやさしさ
が伝わつてくるようです。

【講評 井先生か ら】
和秋さんは保健、給食委員として、歯み
がきの0乎びかけをしています。図工のポ
スターも迷わずに、この呼びかけを描き
ました。和秋さんらしい作品ができあが
りました。スポーツが得意で、あいさつ
もきちんとできる和秋さんです。

~i

した。」∫肥

後

狂

句

（阿
蘇
御
神
火
会
）

俳

　

　

句

（河
原
す
す
き
野
句
会
）

カ リスペル市長―行の今回の訪町行事にともない、カルスペルに高森

をさらに強くアピール し、町の産業、経済、観光、文化、教育などの交

流を促進させるために、 5月 のカ リスペルの空に鯉のぼ りを上げること

にしました。みなさんのお宅に眠っている「鯉のぼ り」を提供 してくだ

さい。 (写真を贈呈 します )

■鯉のばりに子 どもさんや家族の名前、メッセージなど何でも大きく書

いてお届け下さい。

■問い合わせ 。受付 高森町教育委員会 82-1111

熊
川
　
豊
泉

田
上
黙
公
子

林
　
　
不
忘

堀
田
　
蘇
山

馬
原
　
馬
笑

岡
本
　
琴
司

林
田
　

一
声

渡
辺
　
雲
海

浦
塚
　
南
天

松
野
　
笑
声

森
　
　
正
六

後
藤
や
よ
い

森
　
　
政
隆

本
田
　
初
雄

後
藤
　
法
龍

阿
部
タ
ツ
エ

本
田
　
訓
子

後
藤
あ
ら
し

後
藤
　
チ

エ

(4)

モ
ン
タ
す
便
り

．３

絵 画



上色見小学校創立百周年記

念誌が ドイツの国立図書館 (ベ

ル リン)に保存されることに

な りました。

これは、この記念誌が平成

4年 5月 に発行され、東京の

国会図書館に置かれていたものを、東洋文化関連の優れ

た書物を探 していた ドイツの 「プロイセン文化財団」の

目にとまり、同財団から正式に提供の要請があったもの

です。

この記念誌は417ベージにも及ぶもので、学校史はもち

ろん、上色見地区の文化、経済、伝承、方言など多方面

のことが細かに記載されてお り、全てのことがわかる、

まさに上色見史とも言えるものです。

資料や写真もふんだんに入れ られており、「東洋文化研

究の上で役に立つ と評価されたのでは・」 と岡山校長先

生をはじめ、保護者会の方々は話されていました。

二人目

全
日
本
中
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

高
森
東
中
の
安
藤
貴
光
さ
ん
と

渡
辺
真
也
さ
ん

全
国
大
会
出
場

十
二
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
東
中

の
安
藤
貴
光
さ
ん
と
渡
辺
真
也
さ
ん

（県
新
人
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
で
優
勝
）

が
県
の
代
表
と
し
て
二
月
二
十
六
日

か
ら
二
十
八
日
ま
で
二
重
県
伊
勢
市

で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
が
決

定
し
ま
し
た
。

県
選
手
団
は
、
男
女
十
名
ず

つ
の

選
手
と
監
督
な
ど
、
二
十
四
名
で
組

織
さ
れ
て
お
り
、
県
大
会
で
優
勝
し

た
安
藤
さ
ん
と
渡
辺
さ
ん
に
強
い
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

県
選
手
団
と
二
人
の
活
躍
を
祈
り

ま
す
。スクさん。

プ  ョ

南阿蘇・扶餘中学生国際交流

●  ●

●  ●

十
二
月
二
十
六
日
か
ら
二
十
八

日
ま
で
の
二
泊
三
日
間
、
韓
国
扶

餘

（プ
ヨ
）
か
ら
百
済
青
少
年
の

星

（李
団
長
以
下
四
十
八
名
）
が

南
阿
蘇
各
町
村
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

し
、
日
韓
友
好
を
果
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
国

際
交
流
事
業
で
、
昨
年
八
月
に
は

南
阿
蘇
の
中
学
生
が
扶
餘
を
訪
れ

て
お
り

（詳
細
十
月
号
に
掲
載
）
、

な
つ
か
し
い
再
会
の
光
景
も
た
く

さ
ん
見
ら
れ
ま
し
た
。

本
町
で
は
、
上
色
見
の
本
田
研

一
さ
ん
宅
、
矢
津
田
の
渡
辺
真
佐

末
さ
ん
宅
、
尾
下
の
藤
本
厚
夫
さ

ん
宅
に
、
そ
れ
ぞ
れ
二
名
ず
つ
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
し
交
流
が
深
め
ら
れ
、

各
家
庭
で
は
観
光
面
や
産
業
な
ど
、

色
々
な
日
本
を
積
極
的
に
紹
介
し

て
、
日
韓
の
相
互
理
解
と
友
好
が

図
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

渡
辺
さ
ん
や
藤
本
さ
ん
は

「最

初
は
言
葉
や
食
事
面
で
不
安
が
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
子
ど
も
た

ち
も
私
た
ち
も
、
身
振
り
手
振
り

で
も
心
を
通
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
、

受
け
入
れ
て
良
か

っ
た
で
す
」
と

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
李
団
長
た
ち
役
員
も
南

阿
蘇
各
町
村
の
民
家
に
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
し
て
、
日
本
文
化
や
家
庭
と

の
積
極
的
な
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

(5)

昨
年
十
二
月
か
ら
二
月
ま
で
毎
週
土
曜
の
夜
「暖
炉
を
囲
み

甘
酒
を
飲
み
な
が
ら
、
神
楽
を
見
て
古
代
体
験
を
」
と
い
う
催

し
を
国
民
休
暇
村
の
セ
ン
ト
ラ
ル
ロ
ッ
ジ
で
行
い
ま
し
た
。

町
内
に
は
神
社
や
天
満
官
な
ど
、
神
が
祀
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
は
三
十
二
カ
所
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
高
森
阿
蘇
、
色
見

熊
野
座
、
上
色
見
熊
野
座
、
草
部
吉
見
の
各
神
社
に
は
神
楽
が

保
存
、
継
承
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
地
道
な
活
動
が
続
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
催
し
は
、
こ
れ
ら
の
素
晴
ら
し
い
伝
承
文
化
を
多
く
の

人
に
知

っ
て
も
ら
い
、
又
各
神
楽
を
絶
や
さ
な
い
た
め
の
後
継

者
づ
く
り
も
つ
な
げ
よ
う
と
、
高
森
町
伝
統
芸
能
連
絡
協
議
会

と
南
阿
蘇
国
民
休
暇
村
の
企
画
で
行

っ
た
も
の
で
す
。
「ま
ち
お

こ
し
」
と
文
化
興
隆

へ
の
自
主
的
取
り
組
み
で
あ
り
、
訪
れ
た

人
た
ち
は

「神
々
の
舞
」
に
酔
い
し
れ
て
い
ま
し
た
。

きゅうかむら』だより

高
森
温
泉
に

「湯
っ
く
り
」
つ
か
っ
て
夜
神
楽
堪
能

高
森
夜
神
楽
紀
行

(12)
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囲閃談

2月 15日 現在

田9。■�円
集自り自した

皆
様
方
か
ら
心
温
ま
る
、
た
く

さ
ん
の
義
援
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

集
め
ら
れ
た
義
援
金
は
さ

っ
そ

く
兵
庫
県
災
害
対
策
本
部
に
送
金

し
ま
し
た
。
こ
の
他
、
町
内
で
は

各
方
面
で
自
主
的
に
取
り
組
み
が

あ

っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
協
力

い
た
だ
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

被
災
さ
れ
た
方
々
の

一
日
も
早

い
復
興
を
願
い
、
町
で
は
引
き
続

き
義
援
金
を
募
集
し
ま
す
。
今
後

と
も
皆
様
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
お
名
前
を
掲
載
す
る
計

画
で
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
方
か

ら
募
金
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

紙
面
の
都
合
上
掲
載
で
き
な
く
な

り
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
し
ま
す
。

本
町
を
自
生
地
と
す
る
ハ
ナ
シ

ノ
ブ
が
、
環
境
庁
の
国
内
希
少
種

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
指
定

さ
れ
た
の
は
植
物
で
は
ハ
ナ
シ
ノ

ブ
の

一
種
と
、
動
物
で
は
京
都
、

兵
庫
に
す
む
ア
ベ
サ
ン
シ
ヨ
ウ
ウ

オ
、
富
山
県
な
ど
の
淡
水
魚
の
イ

タ
セ
ン
バ
ラ
、
そ
し
て
沖
縄
県
久

米
島
の
キ
ク
ザ
ト
サ
ワ
ヘ
ビ
の
三

種
で
す
。

本
町
の
ハ
ナ
シ
ノ
ブ
は
、
天
然

の
個
体
数
は
激
減
し
て
お
り
、
昨

年
、
広
報
記
録
と
し
て
取
材
し
た

時
も
、
確
認
で
き
た
も
の
は
わ
ず

か
で
し
た
。

こ
の
指
定
に
よ
り
採
取
は
禁
止

さ
れ
、
販
売
さ
れ
て
い
る
も
の
は

届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
環
境
庁
が
平

成
七
年
度
か
ら
自
生
地

の
管
理
や
維
持
に
取
り

組
む
こ
と
と
な
り
ま
す

が
、
趣
旨
を
ご
理
解
の

上
、　
ハ
ナ
シ
ノ
ブ
の
保

護
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

町
産
業
面
の
取
り
組
み

町
で
は
産
業
振
興
面
で
県
の
協

力
を
得
て
、
ハ
ナ
シ
ノ
ブ
の
栽
培
、

出
荷
を
推
進
し
て
お
り
、
さ

っ
そ

く
環
境
庁
や
県
と
協
議
を
行
い
、

環
境
庁
の
届
出
受
付
の
事
務
要
項

が
策
定
さ
れ
し
だ
い
、
町
内
の
栽

培
者
な
ど
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

一
度
滅
ん
だ
種
は
三
度
と
再
生

さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
地
球
上
に
は
滅
び
て
し
ま

っ
た

動
植
物
が
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
あ

り
ま
す
。

本
町
の
町
花
ヒ
メ
ュ
リ
も
少
な

く
な

っ
て
し
ま

っ
て
い
ま
す
。
野

生
の
花
の
減
少
は
盗
掘
が
最
大
の

原
因
だ
と
、
自
生
地
の
土
地
所
有

者
は
話
さ
れ
て
い
ま
す
。
「昼
間
に

下
見
に
来
て
、
夜
に
株
ご
と
掘

っ

て
い
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
今
ま

で
何
回
も
注
意
し
ま
し
た
。」
と
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た

「盗
ま

れ
る
と
い
う
こ
と
は
価
値
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
私
た
ち
は
自

分
達
の
町
の
良
さ
を
見
直
し
て
、

こ
れ
ら
の
資
源
を
守
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
」
と
も
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

〓
■

●

一

一
「頑
張

っ
て
い
ま
す
」

み
も
り

こ
う
し

●草
部
公
民
館
活
動
は
昭
和
六
十
年
か
ら
開
始
さ
れ
、
本
年
結

成
十
周
年
を
迎
え
、
二
月
二
十
六
日
に
結
成
十
周
年
記
念
式
典

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
約
百
名
の
出
席
が
あ
り
、
甲
斐
直
三
館
長
か
ら
「伝

え
残
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
、
新
し
い
も
の
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
、
積
極
的
に
活
動
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
」
と
の
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し
た
。

草
部
公
民
館
は
結
成
以
来
、
本
町
の
自
治
公
民
館
活
動
の
「草

分
け
」
的
存
在
と
し
て
広
く
知
ら
れ
、
生
涯
学
習
や
社
会
教
育

の
立
場
か
ら
幅
広
く
ま
た
、
「子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
」
ま
で
幅

広
い
層
の
自
主
的
な
参
加
に
よ

っ
て
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
活
動
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

同
公
民
館
活
動
の
基
本
精
神
は
「集
ま
り
」
「結
び
」
「学
ぶ
」

の
二
つ
に
あ
り
、
「自
分
達
の
こ
と
は
自
分
達
で
」
の
精
神
で
、

自
主
的
な
精
神
の
高
ま
り
を
目
指
す
こ
と
を
そ
の
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
出
席
し
た
人
た
ち
は
、
今
後
益
々
の
発
展
を
め
ざ
し

て
い
こ
う
と
誓
い
あ

っ
て
い
ま
し
た
。

草
部
公
民
館
活
動

年
間
の
主
な
行
事

本
町
出
身
の
三
森
孝
志
さ
ん

（３７
歳
）
が
、
町
に
役

立
て
て
欲
し
い
と
、
自
作
の
水
彩
画
の
絵
は
が
き
セ
ッ

ト
四
百
組
を
町
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
さ

っ
そ
く
こ
れ
を
温
泉
館
に
置
き
、
収
益
金

は
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
く
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

孝
志
さ
ん
は
昭
和
五
十

一
年
二
月
に
陸
上
自
衛
隊
に

入
隊
し
、
空
挺
隊
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
し
た
が
、

昭
和
五
十
三
年
八
月
、
ラ
グ
ビ
ー
の
練
習
中
に
首
の
骨

を
折
る
重
症
を
負
い
、
上
下
肢
が
不
自
由
な
生
活
を
強

い
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

自
分
の
思
う
よ
う
に
な
ら
な
い
体
に

「歯
が
ゆ
さ
」

や

「
い
ら
だ
ち
」
を
覚
え
て
い
た
頃
、
星
野
富
弘
さ
ん

と
い
う
同
じ
境
遇
に
あ
る
人
の
た
く
ま
し
く
生
き
て
い

る
姿
を
知
り
、
孝
志
さ
ん
は
閉
ざ
し
て
い
た
心
を
少
し

ず
つ
広
げ
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
に

「生
き
が
い
」
を
見

つ
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
孝
志
さ
ん
は
、
星
野
さ
ん
の
絵
筆
を
口
に

く
わ
え
て
描
く
水
彩
画
を
自
分
も
や

っ
て
み
よ
う
と
思

い
、
挑
戦
の
日
々
が
続
き
ま
し
た
。
思
う
よ
う
に
絵
筆

が
動
か
な
い
毎
日
だ

っ
た
と
い
い
ま
す
。
そ
ん
な
毎
日

の
生
活
の
積
み
重
ね
の
中
で
水
彩
画
だ
け
で
な
く
、
油

絵
や
俳
句
も
志
し
、
ま
た
、
昨
年
は
車
椅
子
レ
ー
ス
に

も
出
場
す
る
な
ど
、
何
事
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
姿

は
、
孝
志
さ
ん
を
支
え
る
ご
家
族
や
周
り
の
人
を
も
力

づ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

孝
志
さ
ん
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
お
元
気
で
、
素
晴
ら
し
い
絵
や
俳

句
を
た
く
さ
ん
作

っ
て
下
さ
い
。

●
湾

―
，
‥
―
■
』
欝
■
■
〓摯
・

1月

■ⅢIIIヽ _

この絵など、とても素敵な五枚の絵は

がきセット(1組300円 )。 温泉館にあ

ります。どうぞお買い求めください。

県立美術館美術展で特別賞を受賞 した作品の前で。

この他、町の大阿蘇絵画展にも出展いただいています。

環
境
庁
が
国
内
希
少
種
に
指
定

●  ●

●

作
品
集
か
ら

わ
か
る
の
か
　
動
か
ぬ
手
足

囲
興
離
る
）
一晨
雲
綴
ぶ
啓

蠅
が
来
る

墜
警
あ
ぶ

.メ～'■ :…
……

■
総
務
部
（交
通
安
全
運
動
、

清
掃
、
新
生
活
運
動
な
ど
）

■
産
業
部

（道
路
清
掃

・
除

草
作
業
、
文
化
祭
、
特
産
加

工
品
研
究
な
ど
）
■
文
化
部

（子
ど
も
奉
仕
作
業
、
盆
踊

り
大
会
、
文
化
祭
、
ド
ン
ド

ヤ
、
歩
こ
う
会
、
名
所
め
ぐ

り
な
ど
）
■
体
育
部

（体
育

祭
、
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
、
駅

伝
大
会
）
■
婦
人
部

（食
の

文
化
、
青
少
年
育
成
、
伝
承
　
０

料
理
な
ど
）　
　
　
　
　
　
　
＜

本町では以前から、

絶減の危機にある動物、

植物の所在がわかる表

記、表現は、保護のた

めにひかえさせていた

だいています。皆様の

ご理解をお願いします。

,■綺■■́ II′

'侵

l.I赫 い

ゲ
●
４

Lぃ・

Pl,.■

北

メ・ II.・ 1

=|,、
蕉瞬ヨ

ハ
ナ
シ
ノ
ブ
は
も
ち
ろ
ん

そ
の
他
の
野
生
動
植
物
も

守
り
ま
し
よ
う

t～

拳力7`沢4衣

機

|□ 8孝ta`かべ葉斬整I・

‐・
―■|‐ ―嶼騎
.|´

.‐|   ‐
壇 :」

,― ・ヽ題

資料写募凛墜ゑ機種とびし塁
`:型

事夏選

なが―いすべりだい

もうすぐできるよ
おくあそ キヤンフじよう

(6)



み
ん
な
の
ひ
３
ば

「
や
す
ら
ぎ

の
里
づ
く
り
」

熊
本
市
白
藤
町
　
一
一子
石
ツ
ユ
子

（旧
姓
大
内
田
）
大
字
草
部
出
身

高
森
の
み
な
さ
ん
。
余
暇
を
ど

う
お
過
ご
し
で
す
か
？
農
作
業
で

余
暇
ど
こ
ろ
で
は
な
い
と
つ
ぶ
や

Ｑ
　
選
挙
運
動
費
用
に

上
限
は
あ
り
ま
す
か

Ａ
　
上
限
は
あ
り
ま
す
。

選
挙
に
は
多
く
の
経

費
が
必
要
だ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
財
産
の

多
少
に
よ
る
不
平
等
を

な
く
し
、
選
挙
の
公
正

確
保
と
金
の
か
か
ら
な

い
選
挙
を
行
う
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
ご
と

に
、
選
挙
運
動
に
要
す

る
費
用
と
し
て
支
出
で

き
る
金
額
に
制
限
が
も

う
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
最
高
限
度
額
を

法
定
制
限
額
と
い
い
ま

す
が
、
そ
の
選
挙
を
管

理
す
る
選
挙
管
理
委
員

会
が
選
挙
期
日
の
公
示

（告
示
）
が
あ

っ
た
後
、

た
だ
ち
に
告
示
す
る
こ

と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

法
定
制
限
額
は
、
選

挙
の
種
類
ご
と
に
当
該

選
挙
区
の
有
権
者
数
に

応
じ
て
計
算
す
る
人
数

割
額
と
有
権
者
数
と
関

係
な
く
定
め
ら
れ
た

一

定
の
固
定
額
と
を
合
算

し
た
額
で
計
算
さ
れ
ま

す
。な

お
、
出
納
責
任
者

が
こ
の
制
限
額
を
こ
え

て
選
挙
運
動
に
関
す
る

支
出
を
し
、
ま
た
は
さ

せ
た
と
き
は
処
罰
さ
れ
、

同
時
に
連
座
制
に
よ
り

候
補
者
の
当
選
も
無
効

に
な
り
ま
す
。

い
て
お

ら
れ
る

で
し
ょ

＾
ノ
。ム

ン
よ

っ
と
問
い
て
下
さ
い
。
私
た
ち
夫

婦
の
夢
を
…
…
。

飾
り
気
の
な
い
主
人
と
私
は
草

部
出
身
な
の
で
す
。
二
人
が
意
気

投
合
し
た
の
は

「公
園
作
り
を
し

よ
う
」
と
い
う
主
人
の
言
葉
か
ら

で
し
た
。

木
郷
に
あ
る
荒
れ
た
畑
の
緑
に
、

桜
と
桃
を
植
え
た
の
が
始
ま
り
で
、

途
中
北
海
道

へ
転
勤
し
ま
し
た
が
、

ま
た
戻
っ
て
き
た
時
は
、
雑
草
の

中
に
桜
だ
け
が
咲
い
て
い
て
、
ど

こ
か
ら
手
を
つ
け
て
よ
い
の
や
ら
。

そ
れ
か
ら
主
人
は
休
み
に
な
る

と
私
を
連
れ
、
張
り
切
っ
て
出
か

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ブ
ル

ド
ー
ザ
ー
で
畑
を
庭
に
し
、
額
に

汗
し
て
頑
張

っ
て
い
る
主
人
を
見

て
感
激
。
い
つ
し
か
私
も
引
き
込

ま
れ
て

一
生
懸
命
に
な
り
、
今
で

は
主
人
の
母
ま
で
も
公
園
作
り
の

仲
間
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

息
子
は

「
二
人
の
趣
味
に
は
つ

き
合

っ
て
い
ら
れ
な
い
よ
」
と
苦

笑
い
。
梅
雨
の
時
期
に
は
傘
を
さ

し
て
草
取
り
。
そ
の
姿
は
変
わ
り

者
と
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
が
、
休

み
が
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
雨
な

ん
か
平
気
。
そ
れ
だ
け
好
き
と
い

う
よ
り
他
な
い
の
で
す
。
そ
の
理

由
は
春

一
番
に
庭
の
前
の
土
手
に
、

シ
ョ
ウ
ジ

ョ
ウ
バ
カ
マ
の
花
が
咲

き
、
フ
キ
ノ
ト
ウ
が
頭
を
持
ち
上

げ
る
。
ま
た
、
裏
山
で
は
ウ
グ
イ

ス
が
さ
え
ず
り
、
夏
は
降

っ
て
来

そ
う
な
夜
の
星
、
秋
は
紅
葉
、
冬

は
雪
景
色
な
ど
な
ど
…
…
す
ば
ら

し
い
自
然
に
魅
せ
ら
れ
て
し
ま

っ

た
か
ら
で
す
。
四
季
を
通
じ
て
友

だ
ち
も
誘

っ
て
い
ま
す
。

草
部
を
離
れ
早
や
二
十

一
年
。

離
れ
て
み
て
、
あ
ら
た
め
て
分
か

つ
た
、
ふ
る
さ
と
の
良
さ
。
主
人

は

「定
年
に
な

っ
た
ら
木
郷
に
帰

る
」
と
張
り
切

っ
て
い
ま
す
。

草
部
で
庭
の
手
入
れ
や
花
木
の

手
入
れ
を
し
て
い
る
と
、
必
ず
声

を
か
け
て
く
だ
さ
る
隣
近
所
の
皆

さ
ん
。
本
当
に
心
温
ま
り
ま
す
。

花
の
季
節
の
終
わ
り
と
紅
葉
の

終
わ
り
に
は

「今
年
も
私
た
ち
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

来
年
も
よ
ろ
し
く
ね
。
」
と
声
を
か

け
て
自
己
満
足
し
て
い
ま
す
。

大
自
然
に
魅
せ
ら
れ
て
、
日
曜

日
の
百
姓
姿
は
や
め
ら
れ
そ
う
に

あ
り
ま
せ
ん
。
「や
す
ら
ぎ
の
里
」

づ
く
り
は
、
二
人
が
老
い
る
ま
で

続
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

最  終熊本県選挙管理委員会広報 ちよつとためになる

故郷への熱い思い

を込めた、お便り

お寄せください。

″シ1ズ|″彦登笏″″ イノ7/β:姥力ε娯宅フ多

毎年 1回の登録が生涯 1 になります
今年 1回は全て登録して<ださい。登録した方は来年以降は登録不要です。(注射は毎年必要)

もちろん、新規の登録や、登録の内容変更はそのたびに行つてください。 ●  ●

●  ●

犬
を
飼

っ
て
い
る
皆
さ
ん
。
四
月

一
日
か
ら

犬
の
登
録
制
度
が
変
わ
り
、
大
の
登
録
は
最
初

の

一
回
だ
け
で
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
犬
の
寿
命
が
延
び
て
、
同
じ
犬
を
長

期
間
飼
う
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
毎
年
犬

の
正
確
な
動
態
を
把
握
す
る
た
め
の
必
要
性
が

薄
れ
て
き
た
こ
と
と
、
飼
い
主
の
皆
さ
ん
の
経

済
負
担
や
手
間
を
少
な
く
す
る
こ
と
を
目
的
に

改
正
さ
れ
た
も
の
で
す
。

飼
育
は
よ
く
考
え
て

奥
阿
蘇
キ
ヤ
ン
プ
場
に
ル
ー
プ

ス
ラ
イ
ダ
ー

（
ロ
ー
ラ
ー
式
の
長

い
す
べ
り
台
）
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

既
に
で
き
て
い
る
展
望
台
か
ら
、

子
ど
も
広
場
の
砂
場
ま
で
、

８２

ｍ

一
を
滑
り
降
り
て
い
き
ま
す
。

一
　

国
道
三
二
五
号
線
の
高
千
穂
と

一
の
県
境
に
建
設
予
定
の
ル
ー
プ
橋

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
で
、
途
中

で
ク
ル
リ
と
左
右
に
回
転
し
ま
す
。

ス
リ
ル
満
点
。
子
ど
も
た
ち
に
喜

ば
れ
る
こ
と
で
し
よ
う
。

奥
阿
蘇
キ
ヤ
ン
プ
場
ル
ー
プ
ス
ラ
イ
ダ
ー

設
置
工
事

■
工
　
期
　
一
月
十
八
日
か
ら

二
月
二
十
五
日

■
金
　
額
　

一二
千
百
六
十
二
万

一
千
円
　
０

■
請
負
業
者
　
ヒ
ノ
マ
ル
閉

ン

本
年
度
の
登
録
や
注
射
の
日
程
は
、

回
覧
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

2月 12日 (日 )県サ ッカー協会主催の第19回熊本県

中学校 1年生サ ッカー交歓大会で高森中のサ ッカー同

好会が優勝 しました。この大会は小学校時代に、県大

会などで活躍 し、実績あるチームから順に、Aか らF
までの 6つに振 り分けられて開催されたものです。高

森中は最強のAブロックに入 り、腹栄中、八代 2中、

小川中、北部中など8校の強豪がひ しめく中で、選手

や保護者の皆さんが夢にまで見た優勝を勝ち得ること

が出来ました。選手達は毎 日、学校から山村広場まで

の4.5kmを ランニング。そ してその後の実践練習で、持

久力とスピー ドが養われ、試合では終始主導権を握っ

た試合運びができたとのことでした。

また 「気を抜かずに、これからも一生懸命練習 して

部に昇格 し、中体連などで頑張 りたい」 と選手達は、

決意を新たにしていました。

Aプ ロック大会結果

1回戦 対八代 2中

2回戦 対北部中

0-0
4-0(得 失点差で優勝 )

(10)

ロ

登録は生涯1回、しかし、登録

内容変更時には届け出を

毎年 1回 の登録が、新制度では 1

生涯に 1回登録すればよいことにな

ります。つまり、 4月 1日 以降に 1

回登録を済ませば、あとはその必要

がなくなります。しかし、飼い犬が死

亡したときや犬の所在地が変わつた

とき、あるいは飼い主の住所の変更

があつたときなどは、そのたびごと

に飼い主は市町村へ届け出をしなけ

ればなりません。

・平成 6年度に犬の登録をしていた

方も、平成 7年 4月 l日 から実施さ

れる新制度でも登録をしなければな

りません。

・犬の鑑札と狂大病予防注射済票は

大の首輪につけていなければなりま

せん。

・犬の登録は生涯 1回 となりますが

狂大病の予防注射は従来と同様に年

1回受けなければなりません。

ご注意ください/

ふ
ろ
さ
と
高
森
に

想
いを
寄
せ
て

一■

町
と
県
で
は
、
野
犬
の
捕
獲
や

犬
の
引
き
取
り
を
行

っ
て
お
り
、

取
り
扱
い
頭
数
は
毎
年
増
加
し
て

い
ま
す
。

犬
だ
け
で
は
な
く
猫
な
ど
、
動

物
は
人
の
心
を
慰
め
て
く
れ
た
り
、

楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
り
と
人
間
の

た
め
に
な
る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
き
ち
ん
と
世
話
や
管
理

を
し
て
、
し
つ
け
を
す
れ
ば
近
所

の
迷
惑
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
「家
族

の

一
員
」
と
し
て
最
後
ま
で
可
愛

が

っ
て
や
り
た
い
も
の
で
す
。

入

札

結

果

選挙量知識
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家庭教育

家庭での保護と教育が大切

>子どもを交通事故から守ろうく

`

新
入
学

（園
）
児
を
お
も
ち
の

家
庭
で
は
、
お
子
さ
ん
が
四
月
に

学
校
や
幼
稚
園
、
保
育
園
に
行
く

日
を
指
折
り
数
え
て
お
ら
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。
何
か
と

準
備
に
忙
し
い
こ
ろ
で
す
が
、
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
交
通
安
全

の
教
育
で
す
。
交
通
事
故
に
遭
わ

な
い
た
め
に
、
何
に
注
意
を
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
、
お
子
さ

ん
に
教
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

幼
い
子
ど
も
の
事
故
は
、
防
ぐ
こ

と
の
で
き
な
い
災
害
と
は
違
い
、

親
の
保
護
と
教
育
で
避
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

さ
て
、
お
子
さ
ん
に
交
通
安
全

を
身
に
つ
け
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

ぬ
り
絵
を

つ
く
り
ま
し
た
。
親
子

で
ぬ
り
絵
を
し
な
が
ら
、
正
し
い

道
路
の
渡
り
方
や
信
号
の
見
方
、

道
路
で
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
な

ど
を
、
お
子
さ
ん
に
説
明
し
て
下

さ
い
。
そ
し
て
、
実
際
に

一
緒
に

歩
い
て
み
て
、
注
意
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
こ
と
を
教
え
て
あ
げ
ま

し
よ
う
。

昨年 8月 着工 した、高森東小学

校の各校舎の建設が 2月 20日 竣工

しました。茶色を基調 とした校舎

は落ちつきを感 じさせ、木材を多

用 した温かみのある校舎です。

これから4月 の開校をめざして、

備品や学校教材が備えられたり色々

な準備が進められて、開校式を待

つことになります。

真新 しい校合に子 ども達の元気

の良い声が響きわたるのも間近に

な りました。

草部北部小、野尻小、河原小

4月 から新小学校に統合。

廃校式の様子を含めて、来月号で各校の歴史や子ども達の生活
などを詳 しく紹介します。

月 2回の学校週 5日 制の実施

過
疎
化
に
よ
る
児
童
の
減
少
に
よ
り
草
部
北

部
小
、
野
尻
小
、
河
原
小
の
三
校
が
廃
校
と
な

り
、
本
年
四
月
か
ら
新
し
く
高
森
東
小
学
校
と

し
て
統
合
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
に
優
れ
た
、
た
く
さ
ん
の
卒
業
生

を
輩
出
し
、
各
校
独
特
な
特
色
と
様
々
な
思
い

出
や
、
培
わ
れ
た
伝
統
が
新
し
い
高
森
東
小
学

校
に
引
き
継
が
れ
て
、
新
し
い
歴
史
が
刻
ま
れ

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（各
校
と
も
午
前
中
に
卒
業
式
、午
後
廃
校
式
が
行
わ
れ

ま
す
。）

■
二
月
十
五
日
　
野
尻
小
学
校

■
二
月
十
六
日
　
河
原
小
学
校

■
二
月
十
七
日
　
草
部
北
部
小
学
校
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平成 7年 4月 から、月 2回の学校週 5日 制が実施

されることにな りました。これにより、第 2土曜日

に加え、第 4土曜 日も休業 日とな ります。対象 とな

るのは、幼稚園、小学校、中学校、高等学校および

盲 。聾・養護学校の各学校。同制度実施に先立ち、

月 2回の学校週 5日 制をご理解いただくために、皆

さまから寄せられた不安や疑間にお答えします。

この制度の目的は?ま た、なぜ学校週 5日 制

を月2回 にしなければならないのですか。

学校週 5日 制は、学校、家庭および地域社会

の教育全体のあり方を見直し、子どもたちの

豊かな人間形成を図ることを目的としています。激

しい変化が予想されるこれからの社会においては、

子どもが自ら考え、判断 し、行動する力を身につけ

させる教育が大切だか らです。また、休みを月 2回

′ヽ ′ヽ
ミン>
√`

ノク́

ゞ

ク

に拡大することは、全国642校で実験的に行った研究

結果からみて、子どもたちの望ましい人間形成を図

るうえで、好ましい結果をもたらすものと考えられ

たか らです。

うちの子どもは、休みが増えて遊んでばかり

いますが、これでは意味がないのではつ

子 どもの成長に遊びは欠かせません。なぜな

ら、子 どもたちは遊びを通 して、さまざまな

4月 から

′r③
:

し

由

′
ヤ

回

四Ｌ
″

「
―

ことを発見し、作 りだ し、体験を重ねるか らです。

塾通いをするこどもが多くなるのではないか

と心配です。

月 1回の週 5日 制実施時にもこうした心配は

ありましたが、文部省の調査では塾通いが増

えたとい うことはありません。増えた休みを、子 ど

もたちには有意義に使ってほしいと考えています。

(8)(9)
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第Z土曜日|こ加え第4土曜日
・  ・膨  南 も体業日となります
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